
「竹」  水墨画教室会員の作品

新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
早
や
3
か
月
、

「
と
も
し
び
」
62
号
を
お
届
け
す
る
時
期
に
な
り
ま

し
た
。A
4
版
で
装
丁
を
新
た
に
し
て
4
年
目
に
な

り
ま
す
が
、会
員
の
皆
様
の
声
を
紙
面
に
反
映
す

べ
く
毎
年
特
集
を
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。今
年

は「
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
！
男
女
平
等
、ま
だ
ま
だ
あ

る
あ
る
！
男
女
差
別
」と
い
う
テ
ー
マ
で
多
く
の

方
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。70
年
に
わ

た
る
私
た
ち
の
活
動
の
成
果
は
？　

こ
の
辺
で
身

近
な
と
こ
ろ
を
見
ま
わ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
7

ペ
ー
ジ
参
照
）

6
月
に
本
部
主
催
の
札
幌
支
部
と
函
館
支
部
を

訪
ね
る
旅
に
参
加
し
ま
し
た
。金
沢
と
福
井
、長
崎
、

広
島
に
続
き
４
回
目
で
す
。４
日
間
の
長
旅
で
し
た

が
10
支
部
か
ら
30
名
が
参
加
、両
支
部
か
ら
も
12
名

が
加
わ
り
楽
し
い
交
流
の
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

2
、3
年
に
一
度
の
企
画
で
、次
は
ど
ち
ら
の
支
部

訪
問
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。皆
さ
ま
も
ご
一
緒
に

い
か
が
で
す
か
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
J
A
U
W
を
心
か
ら

愛
し
、長
年
に
わ
た
っ
て
活
躍
さ
れ
た
先
輩
諸
姉

を
相
次
い
で
お
見
送
り
し
ま
し
た
。こ
の
会
の
目

的
や
あ
り
方
に
つ
い
て
身
を
も
っ
て
優
し
く
、時

に
は
厳
し
く
、お
教
え
い
た
だ
い
た
こ
と
を
次
の

世
代
へ
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
数
の
減
少
は
な
か
な
か
止
ま
り
ま
せ
ん
が
、

高
齢
化
は
マ
イ
ナ
ス
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

素
敵
に
年
を
重
ね
た
プ
ラ
チ
ナ
世
代
の
あ
ふ
れ
る

パ
ワ
ー
で
、若
い
世
代
を
動
か
し
、活
動
の
輪
に
取

り
込
ん
で
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
崎
か
ら
理
事
会
に
出
席
の
た
め
、上
京
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。こ
の
３
年
間
、

休
む
こ
と
な
く
、楽
し
く
？
上
京
し
て
い
ま
す
。

男
性
社
会
の
民
間
企
業
に
定
年
ま
で
勤
め
、退
職

後
引
き
受
け
た
Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
の
長
崎
支
部
長
と
し
て
、

初
め
て
参
加
し
た
新
春
の
つ
ど
い
で
は
、奨
学
生

の
方
々
の
前
向
き
な
話
に
刺
激
を
受
け
、総
会
・ 

セ

ミ
ナ
ー
で
は
、先
輩
方
の
元
気
に
勇
気
を
も
ら
い
、

定
年
後
の
人
生
を
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、支
部
訪
問
の
旅
で
来
崎
い
た
だ
き
、本

部
や
他
支
部
の
方
々
と
親
し
く
話
す
機
会
を
得
ま

し
た
。す
る
と
、Ｈ
Ｐ
検
討
委
員
に
声
が
か
か
り
、

一
段
落
し
た
時
、理
事
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。少
々

驚
き
ま
し
た
が
、夫
が
引
き
受
け
る
こ
と
を
勧
め

て
く
れ
ま
し
た
。そ
れ
は
、こ
れ
ま
で
、私
が
Ｊ
Ａ

Ｕ
Ｗ
の
総
会
な
ど
に
出
席
し
て
帰
っ
て
来
た
時
、

出
か
け
る
前
に
比
べ
、い
き
い
き
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
か
ら
だ
と
・・・

理
事
会
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
、遠
く
離
れ
た
長

崎
で
は
Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
と
は
ど
ん
な
組
織
か
、分
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
、見
え
る
よ
う
に
な
り
、Ｊ
Ａ
Ｕ

Ｗ
に
課
せ
ら
れ
た
役
目
に
つ
い
て
、微
力
で
あ
っ

て
も
、私
に
も
何
か
出
来
る
の
で
は
と
思
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

理
事
に
な
っ
て
の

担
当
業
務
は
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
・ 

セ
ミ
ナ
ー

の
企
画
委
員
長
で
し

た
。講
師
と
し
て
、登

支
部
長 

中
山 

正
子

大
学
女
性
協
会 

副
会
長

　
　
　

長
崎
支
部 

梅
田 

和
子

壇
し
て
下
さ
っ
た
み
な
さ
ま
、そ
の
報
告
書
作
成

に
あ
た
っ
て
、テ
ー
プ
起
こ
し
や
校
正
、原
稿
作
成

に
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
70
周
年
と
い
う
記
念
の
年
で
、

そ
の
企
画
委
員
長
を
務
め
る
と
い
う
巡
り
合
わ
せ

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
の

歴
史
を「
大
学
婦
人
協
会
五
十
年
史
」な
ど
を
ひ
も

と
き
な
が
ら
、戦
後
を
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ
た
多

く
の
先
輩
方
の
こ
の
協
会
へ
の
貢
献
を
考
え
た
と

き
、Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ 

が
戦
後
70
年
間
に
果
た
し
て
き
た
役

割
の
偉
大
さ
を
何
ら
か
の
形
で
残
し
た
い
と
思
い

｢

Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
の
あ
ゆ
み｣

と
題
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成

を
思
い
た
ち
、先
輩
方
の
お
力
と
お
知
恵
を
お
借

り
し
、制
作
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

70
周
年
記
念
の
祝
賀
会
で
、多
く
の
ご
出
席
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
る
こ
と
が
で

き
、喜
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
し
た
。

今
年
度
の
全
国
セ
ミ
ナ
ー
は
10
月
26
、
27
日
に

「
女
性
の
自
立―

真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
た
め
に―

」の
テ
ー
マ
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
を
動
か
し

　
　
　
　

活
動
の
輪
に
取
り
込
ん
で

長
崎
か
ら
理
事
会
へ　
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◎予定や新たな企画は、随時お知らせします。

２０１7年 東京支部総会 報告  書記　坂上 栄美子
　

２
０
１
７
年
東
京
支
部
総
会
を
、４
月
８
日(

土)

に
、グ

ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪「
イ
ル
レ
オ
ー
ネ
」で
開

催
し
た
。会
員
総
数
２
２
８
名
の
う
ち
、出
席
者
42
名
有
効

委
任
状
70
名
計
１
１
２
名
を
以
て
、支
部
規
約
第
10
条
２

項
に
基
づ
き
総
会
成
立
が
確
認
さ
れ
、開
会
を
宣
言
し
た
。

配
布
資
料
は
、総
会
次
第
、事
業
報
告
・
事
業
計
画
、正
味
財

産
増
減
計
算
書
・
予
算
書
、講
演
会
レ
ジ
ュ
メ
と
し
た
。

　

第
１
部
議
事
は
、総
合
司
会
を
森
川
副
支
部
長
が
務
め

た
。議
事
に
先
立
ち
、中
山
正
子
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、

鷲
見
八
重
子
大
学
女
性
協
会
会
長
か
ら
挨
拶
を
頂
い
た
。

鷲
見
会
長
か
ら
は
、本
部
と
事
務
所
を
同
じ
く
す
る
支
部

と
し
て
、多
く
の
事
業
の
協
力
へ
の
謝
辞
と
一
層
の
期
待

の
言
葉
が
あ
っ
た
。議
事
に
移
り
、規
約
に
基
づ
き
支
部

長
が
議
長
を
務
め
、２
０
１
６
年
度
事
業
報
告（
坂
上
書

記
）と
２
０
１
６
年
度
正
味
財
産
計
算
書（
木
村
会
計
）及

び
会
計
監
査
報
告（
今
村
・
佐
々
木
監
査
）を
し
た
。い
ず
れ

も
承
認
さ
れ
た
。つ
い
で
、２
０
１
７
年
度
事
業
計
画
案

（
鷲
崎
書
記
）と
予
算
案（
河
井
会
計
）を
提
案
し
、い
ず
れ

も
承
認
さ
れ
た
。議
事
終
了
に
よ
り
、議
長
解
任
と
し
た
。

　

次
に
、２
０
１
６
年
度
東
京
支
部
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
生

の
釜
堀
裕
子
さ
ん（
上
智
大
学
総
合
人
間
科
学
部
看
護
学

科
４
年
）の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
っ
た
。彼
女
の
人
生
の
勇
気

あ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
、一
同
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。次
に
支

部
長
か
ら
２
０
１
７
年
度
東
京
支
部
委
員
と
監
査
の
紹

介
が
あ
り
、滞
り
な
く
議
事
を
終
え
た
。

　

第
２
部
懇
親
会
は
、河
井
・
鷲
崎
両
委
員
の
司
会
で
始

ま
り
、い
つ
も
お
し
ゃ
れ
で
若
々
し
い
望
月
浪
江
さ
ん

の
乾
杯
の
発
声
に
、一
同
唱
和
し
た
。他
支
部
か
ら
の
参

加
者
も
迎
え
、今
年
90
歳
の
庄
司
ヨ
シ
さ
ん
を
は
じ
め
、

会
員
同
士
な
ら
で
は
の
交
友
を
楽
し
ん
だ
。

　

第
３
部
の
野
瀬
委
員
の
司
会
に
よ
る
講
演
会「
司
法
の

中
の
女
性―

日
本
の
法
律
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」講
師
林

陽
子
氏
の
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
が
、事
前
に「
女
性
差
別
撤

廃
条
約
」の
条
文
を
、野
瀬
久
美
子
委
員
の
解
説
に
よ
り
勉

強
し
た
こ
と
は
、講
演
内
容
の
一
層
の
理
解
に
役
立
っ
た
。

　

委
員
10
名
が
一
人
何
役
も
掛
け
持
ち
の
上
、予
算
も
厳

し
く
、な
か
な
か
思
う
よ
う
な
支
部
活
動
は
難
し
い
が
、

今
年
度
も
多
く
の
会
員
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

老
い
を
嘆
か
ず
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
、中
山
支

部
長
を
は
じ
め
一
同
気
持
ち
を
一
に
し
た
。

　

会
場
に
は
、サ
ー
ク
ル「
水
墨
画
教
室
」の
力
作
が
並
び
、

本
部
収
益
事
業
の
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
た
。

写真：上段左から中山支部長、チャレンジ奨学生釜堀さん、講演会講師の林氏、右脇は鷲見会長、中段左から司会の森川副支部長、講演会司会の野瀬委員、下段中は青木さんと庄司さん、ほかは懇親会のスナップ

東京支部
2017年度の
事業報告と予定

2017年
　   東京支部総会　於：グランドプリンスホテル新高輪

　　　　  　  講演会「司法の中の女性―日本の法律と
ジェンダー平等」　　　　　    講師：

JAUW第6回定時会員総会　
　　　　　　 於：横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
5月23日　ミャンマー大使館訪問、ランチと森孝仁氏の講話
5月30日　東京支部国際奨学金支給

　　　　　 　リンレン・パンドン・サプルさん（在フィリピン）
　　　　　 　  ナウ・サル・ガイ・ムーさん（在ミャンマー） 9月に予定
7月下旬　東京支部チャレンジ奨学生募集開始
7月22日  「ともしび」62号発行

4月8日

5月14日

9月13日 講演会「平安朝の女性と政治」　講師：東海林亜矢子氏
11月中旬
11月27日 フラワーアレンジメント講習会
☆「めげないわたし」養成講座シリーズ③（全3回）

女性エンパワーメント委員会、国際ネットワーク委員会と共催
☆全国セミナー「女性の自立̶真のリーダーシップを発揮するために̶」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　   （10 月 26、27 日）

2018年
1月6日　      JAUW新春のつどい・JAUW国内奨学金贈呈式
1月　　　    東京支部チャレンジ奨学金授与式
2月　　　  松井久子監督映画上映会② 「レオニー」
3月　　      「ともしび」63号発行
4月7日　      東京支部総会 於:グランドプリンスホテル新高輪

林陽子氏

松井久子監督映画上映会① 「ユキエ」

〈 2 〉2017 年 7月22 日 第 62 号と   も   し   び



林陽子氏講演会　「司法の中の女性―日本の法律とジェンダー平等」

東京支部総会・講演

午後は、日本の女性として初の国連女性差別撤廃委員会
委員長の任務を終えられたばかりの林陽子氏による「司法
の中の女性―日本の法律とジェンダー平等」と題する講演を
うかがった。林氏は早大法学部卒業後弁護士登録をされ、女
性の人権ＮＧＯで当事者への法的支援に取り組む一方、内閣
府男女共同参画会議「女性に対する暴力専門調査会」委員、
国連人権の促進と保護に関する小委員会代理委員、早大客
員教授等を歴任され、2008年から国連女性差別撤廃委員
会委員を務められている。
林氏の講演の概要は次のとおりである。
法律家を目指したきっかけは、1971年高校生の時に、女

性が５５歳で解雇され差別だと訴えたが却下された、という
日産自動車男女定年差別事件の新聞記事を目にしたことに
ある。一般に女子の生理的機能は男性に劣るとされ、女子の
５５歳は男子の７０歳説を採用していた。その後1985年に
男女雇用機会均等法成立、女性差別撤廃条約批准、1992年
育児休業法、2000年男女共同参画社会基本法、2015年女
性活躍推進法が制定され、法律も実務も少しずつは前進して
いる。1985年に、女性差別撤廃条約を「批准させるぞ！」と
労働省でシュプレヒコールをした折には、自分もこぶしを振
り上げて参加した様子が、映画化されている。
育児休業後の降格事件では、本人が自由な意思に基づい

て降格を承諾した場合には、均等法違反にはならないとされ
た。2015年の大阪海遊館事件では、セクハラを繰り返す従
業員に対する処分が重すぎるとする加害者からの提訴に対
し、処分は有効であるとの最高裁判決があった。野村証券の
賃金差別問題では、1999年に男女雇用機会均等法が改正
される以前の男女格差については、違法ということは出来な
いとされた（控訴審で和解）。差別に介入し是正を義務として
いないことが、日本の法律に欠けている点だ。男女の賃金格
差は女性の命の値段に係る（損害賠償における逸失利益の計
算において）。男性だけで決めるから結果に問題が出る。女性
が決定の場に入って行くことが大事である。
「家庭の中での平等は進んだか？」女性差別撤廃条約が重
要なのは、家庭の中での平等を重視していることである。象
徴としての夫婦別姓訴訟判決（最高裁2015年）では、民法
750条は性別に基づく法的な差別的取り扱いを定めている
わけではなく、夫婦同氏制それ自体に男女間の形式的な不平
等が存在するわけではないとして否決された。3人の女性裁

判官は反対意見である。差別を
事実上でなく形式論で見るのが
問題である。
遺族年金訴訟の最高裁判決

（2017年3月21日）では、死亡
した女性職員の夫は、55歳まで
遺族年金は受給できないとされ
た。役割分担意識がぬぐえない
例であり、こうした差別は総点
検する必要がある。別姓訴訟で
は、形式的に法的平等があればよいとして実質判断に入ら
ず「差別ではない」とし、年金訴訟では逆に、実質判断を持ち
込み、女性の方が社会的立場が弱いため遺族年金で保護す
る必要があるから、年金受給の年齢が男女で違ってもよい、
とした。いずれからも、性別役割分業社会の在り方を「変え
たくない」という司法の強い意思を感じる。女性に対する暴
力については、今国会で110年ぶりに強姦罪改正が議論さ
れる予定である。改正案の主な内容は、①親告罪の廃止②
罪名を「性交等強要罪」に変更③法定刑の下限を3年から5
年に引き上げる等である。
ジェンダー平等に関するさまざまな課題が前進しない大

きな理由は、女性の人権の課題を立法府で取り上げる議員
が少ないことである。「政治の分野における男女共同参画の
推進に関する法律案」が超党派で作成され、今国会で成立を
目指している。（「クオータ制を推進する会」のロビーイング
の成果である。）議員選挙において男女の候補者の数ができ
る限り均等となることを目指すものである。
以上女性差別撤廃委員会において、日本政府が繰り返し

改善の勧告を受けている諸問題について、具体的に解説さ
れた後、女性差別撤廃条約に加盟した国家として、4年に1
回の国家報告書を提出し、人権の尊重義務、人権の保護義
務、人権の充足義務を果たす責任があることを強調された。
最後に「何が必要か？」として、政府に対してジェンダー平等
政策を提言し、実施をモニターする人権機関や、国会内に法
案・予算をジェンダーの視点からチェックする機関を置く必
要性、人権条約の個人通報制度を批准して、司法が国際的
な基準で人権を考えること。その素養を培うための研修も
求められていると強調された。最後に女性が力を付ける教
育が大事であることを指摘され、大学女性協会が学生に奨

学金を提供したり、ＣＳＷに派遣したりしている
ことを高く評価された。
講演の後、①ゴルフ場やホテルの女性会員権を

得る方策、②刑法と性暴力禁止法、③今日の講演
の内容を若い女性に伝えるようなＴＶ番組が必要、
④夫婦別姓訴訟の見通し、⑤親の葬儀での旧弊な
焼香の順序、⑥夫婦別姓問題と男女同権の認識、
等の問題について質疑応答があった。

支部委員　野瀬久美子講演後の質疑応答
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(単位：円）

事業１ 事業２ 事業３ 事業４ 事業５ 事業６ 備　　考

科　目 セミナー
調査研究 奨学金・奨励賞 国際奨学・支援 国際ネットワーク 小計 広報・情報 会員活動 小計

200,000

5,000

118,000

323,000

3,492

15,000

151,200

432

50,000

5,000

225,124

97,876

200,000

265,000

31,000

14

6,391

118,000

620,405

325,920

75,000

51,559

28,874

10,000

5,000

50,000

5,000

551,353

69,052

400,000

265,000

31,000

14

11,391

236,000

943,405

325,920

75,000

55,051

43,874

151,200

10,000

5,432

100,000

10,000

776,477

166,928

166,928

1,724,528

1,891,456

1,891,456

400,000

265,000

31,000

38

11,391

236,000

943,429

325,920

75,000

61,891

53,874

151,200

280,000

10,000

5,562

200,000

20,000

1,183,447

△ 240,018

△ 240,018

4,550,153

4,310,135

4,310,135

200口／225口

懇親会他参加費

サークル他

文集代金他

懇親会他

講師お車代を含む

送料他

本部分担金４万を含む

「ともしび」発行他

見学会、勉強会資料代

本部分担金

本部分担金

24

24

6,840

5,000

200,000

50,000

5,000

266,840

△ 266,816

5,000

80,000

130

50,000

5,000

140,130

△ 140,130

現金 金額 会計

実施事業等会計 河井尚子 会計監査 佐々木澄子　印

その他会計 木村和子 会計監査 今村　麻子　印253,839 1,637,617三菱東京ＵＦＪ銀行

間違いのないことを証明いたします。

厳正に監査いたしました結果、正確に記載されており

2017年3月27日

銀行名

0 三菱東京ＵＦＪ銀行 2,418,679

2016年度　東京支部  正味財産増減計算書　(2016年４月１日～2017年３月３１日)

実施事業等会計 その他会計

支部計

(単位：円）
その他会計

事業１ 事業２ 事業３ 事業４ 事業５ 事業６ 備　　　考

科 目
セミナー
調査研究 奨学金・奨励金 国際奨学・支援 国際ネットワーク 小計 広報・情報 会員活動 小計

300

300

5,000
5,000
7,000

200,000

1,000
50,000
5,000

  273,000
△ 272,700

300

300

5,000
7,000

12,000

280,000

2,000
100,000
10,000

416,000
△ 415,700

△ 415,700
2,418,679
2,002,979
2,002,979

200,000

80,000
280,000

5,000
15,000

200,000

2,000
50,000
5,000

277,000
3,000

220,000

50,000

250,000

30,000
100

130,000
680,100

300,000
20,000

120,000
50,000
30,000

20,000
3,000

50,000
5,000

598,000
82,100

420,000

50,000

250,000

30,000
100

210,000
960,100

300,000
20,000

120,000
55,000
45,000

200,000

20,000
5,000

100,000
10,000

875,000
85,100

85,100
1,891,456
1,976,556
1,976,556

420,000

50,000

250,000

30,000
400

210,000
960,400

300,000
20,000

125,000
62,000
57,000

200,000

280,000

20,000
7,000

200,000
20,000

1,291,000
△ 330,600

△ 330,600
4,310,135
3,979,535
3,979,535

210口

懇親会、見学会等

総会懇親会費他

講師お車代含む

本部分担金3万含む

「ともしび」発行他

本部分担金

本部分担金

実施事業等会計

支部計

2017年度　東京支部予算書（正味財産増減計算書ベース）　(2017年4月1日～2018年3月31日）

2,000
5,000

80,000

1,000
50,000
5,000

143,000
△ 143,000

資金残高（2017年3月31日現在）

Ⅰ　一般正味財産増減の部

 １．経常増減の部

　(１)経常収益

　支部活動費

　事業収益

   　シンポジウム・講演会・講座事業収益

　   支部総会事業収益

     その他の行事参加費

  受託事業

　補助金収益

　受取寄付金

　受取利息

　その他収益

　本部会計からの繰入金収入(交付金）

 経常収益計(A)

　(２)経常費用

 事業費

　　会議費

 　 会場費

 　 旅費交通費

 　 通信運搬費

 　 消耗品費

 　 印刷製本費

 　 諸謝金

　  研修費

 　 支払負担金

 　 支払助成金

  　支払寄付金

　  支払奨学金

    諸会費

 　 図書･資料費

 　 雑費

　  給料手当

　  光熱水料費

 経常費用計(B)

 当期経常増減額(A-B)

 ２．経常外増減の部

 当期一般正味財産増減額(C)=(A-B)

 一般正味財産期首残高(D)

 一般正味財産期末残高(C+D)

Ⅱ　正味財産期末残高

24

24

6,840

10,000

280,000

130

100,000

10,000

406,970

△ 406,946

△ 406,946

2,825,625

2,418,679

2,418,679

Ⅰ　一般正味財産増減の部

 １．経常増減の部

　(１)経常収益

　支部活動費

　事業収益

   　シンポジウム・講演会・講座事業収益

　   支部総会事業収益

     その他の行事参加費

  受託事業

　補助金収益

　受取寄付金

　受取利息

　その他収益

　本部会計からの繰入金収入(交付金）

 経常収益計(A)

　(２)経常費用

 事業費

　　会議費

 　 会場費

 　 旅費交通費

 　 通信運搬費

 　 消耗品費

 　 印刷製本費

 　 諸謝金

　  研修費

 　 支払負担金

 　 支払助成金

  　支払寄付金

　  支払奨学金

    諸会費

 　 図書･資料費

 　 雑費

　  給料手当

　  光熱水料費

 経常費用計(B)

 当期経常増減額(A-B)

 ２．経常外増減の部

 当期一般正味財産増減額(C)=(A-B)

 一般正味財産期首残高(D)

 一般正味財産期末残高(C+D)

Ⅱ　正味財産期末残高



２
０
１
６
年
度
の
新
入
会
員
で
、委
員
会
活

動
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
る
建
部
静

代
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

先
輩
の
実
績
を
受
け
継
い
で

　
　
　
　
　
さ
ら
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
部
静
代

Q 

J
A
U
W
に
入
会
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　

母
校
の
同
窓
会
を
通
し
て
、先
輩
の
方
々

が
活
躍
さ
れ
て
い
る
J
A
U
W
の
こ
と

を
知
り
、お
誘
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Q 

ど
ち
ら
の
委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
か
？

印
象
は
い
か
が
で
し
た
か
？

　　

所
属
は
、広
報
委
員
会
、収
益
事
業
委
員

会
、親
睦
委
員
会
で
す
。各
委
員
会
と
も

即
断
、即
決
、実
践
と
ほ
ぼ
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
で
す
。難
問
は
全
員
で
、サ
ッ
と
片
付

け
る
。つ
ま
り
、水
面
下
で
、丁
寧
に
役
割

を
果
た
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。見

事
で
す
。そ
れ
に
皆
様
お
優
し
い
。

Q 

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
か
？
　
そ
こ
か
ら
得
た
も
の
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　　

卒
業
後
、旅
行
会
社
の
出
版
部
門
に
お
り
ま

し
た
。主
に
編
集
で
し
た
が
、広
報
宣
伝
、企

画
開
発
、海
外
販
売
、等
、出
版
業
全
般
に
携

わ
り
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
面
白
か
っ
た
で
す
。

　
「
旅
」を
基
軸
と
し
て
、自
治
体
や
企
業
等

の
需
要
喚
起
策
を
策
案
し
、そ
れ
を
具
体

化
す
る
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
創
り
、会
員
等

 

全
国
か
ら
1
2
6
名
の
会
員
が
出
席
し
て

第
6
回
定
時
会
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鷲
見
八
重
子
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
10
名
の

逝
去
会
員
の
冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ
、鷲
見

八
重
子
議
長
に
よ
る
議
事
に
入
り
ま
し
た
。第

１
号
議
案
、貸
借
対
照
表
お
よ
び
正
味
財
産
増

減
計
算
書
等
の
説
明
と
監
査
報
告
が
あ
り
、異

議
な
く
可
決
・承
認
さ
れ
ま
し
た
。第
２
号
議

案
、理
事
2
名
が
一
身
上
の
事
由
に
よ
り
退
任

す
る
に
伴
い
、窪
田
憲
子
会
員
（
東
京
支
部
）

と
伴
紀
子
会
員
（
愛
知
支
部
）が
2
0
1
7
年

度
理
事
と
し
て
選
任
さ
れ
、可
決
・承
認
さ
れ

ま
し
た
。次
に
2
0
1
6
年
度
事
業
報
告
、公

益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
と
監
査
報
告
、

2
0
1
7
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
が
各
担

当
理
事
か
ら
報
告
さ
れ
、議
事
は
無
事
終
了
。

引
き
続
き
梅
田
和
子
企
画
委
員
長
か
ら
10
月

に
開
催
さ
れ
る
全
国
セ
ミ
ナ
ー
「
女
性
の
自
立

―
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
た
め
に
―
」

に
つ
い
て
の
説
明
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。次
期

総
会
開
催
地
は
静
岡
に
決
ま
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
全
国
総
会
に
移
り
、昨
年
8
月
に

南
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
開
催
さ
れ
た

G
W
I
第
32
回
世
界
大
会
参
加
者
か
ら
映
像

を
交
え
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
会
費
値

上
げ
な
ど
で
揺
れ
動
い
て
い
る
G
W
I
の
現
状

や
、J
A
U
W
が
国
際
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
く
た
め
に
G
W
I
と
よ
い
関
係
を
保
っ
て
い

く
必
要
性
な
ど
、短
時
間
の
な
か
で
活
発
な
意

見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
例
年
通
り
13

の
委
員
会
と
23
支
部
か
ら
様
々
な
企
画
や
抱

負
が
制
限
時
間
い
っ
ぱ
い
に
熱
く
語
ら
れ
、今

年
も
充
実
し
た
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

総
会
に
先
立
っ
て
13
日
午
後
、支
部
長
会
が

横
浜
駅
西
口
の
Ａ
Ｐ
ビ
ル
４
階
会
議
室
で
開
催

さ
れ
、20
支
部
の
支
部
長
と
理
事
、監
事
が
出

席
し
ま
し
た
。特
に
公
益
目
的
支
出
計
画
に
つ

い
て
担
当
理
事
及
び
監
事
か
ら
説
明
が
あ
り
、

当
初
の
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
継
続
し
て
い
く

た
め
の
財
政
上
の
問
題
や
心
構
え
を
再
認
識
し

ま
し
た
。会
員
の
減
少
と
高
齢
化
、支
部
活
動

費
の
減
額
な
ど
共
通
の
悩
み
を
抱
え
な
が
ら

も
、各
支
部
で
は
J
A
U
W
ら
し
い
活
動
を
続

け
て
い
く
熱
意
と
努
力
が
見
ら
れ
ま
し
た
。　

6
時
か
ら
ホ
テ
ル
の
「
清
流
」で
懇
親
会
が

開
か
れ
、東
京
支
部
か
ら
は
25
名
が
参
加
し
ま

し
た
。洗
練
さ
れ
た
フ
レ
ン
チ
を
頂
き
な
が
ら

楽
し
い
懇
談
が
続
く
中
で
、丸
山
若
重
神
奈
川

支
部
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、い
く
つ
か
の
支

部
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
15
日
は
開
催
支
部
企
画
の
親
睦
旅

行
。35
名
が
桜
木
町
に
集
合
し
て
、屋
形
船
、

「
あ
み
貞
丸
」に
乗
船
し
ま
し
た
。揚
げ
た
て
の

天
ぷ
ら
が
次
々
運
ば
れ
て
く
る
豪
華
な
和
風

御
膳
を
頂
き
、西
村
寿
美
子
会
員
に
よ
る
ミ
ナ

ト
ヨ
コ
ハ
マ
の
歴
史
物
語
を
耳
に
し
な
が
ら
横

浜
湾
を
一
周
し
ま
し
た
。　

支
部
の
交
流
は
ま

す
ま
す
深
ま
り
、楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

一
年
か
け
て
準
備
さ
れ
た
神
奈
川
支
部
の
皆

さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

の
囲
い
込
み
を
し
て
、新
た
な
需
要
を

生
み
出
す
、と
い
う
こ
と
が
主
た
る
仕

事
に
な
り
、出
版
事
業
全
般
に
携
わ
っ

た
こ
と
が
役
立
ち
ま
し
た
。

年
代
の
変
わ
り
目
ご
と
に
新
し
い
雑
誌

が
発
刊
さ
れ
、新
し
い
文
化
が
生
ま
れ

た
時
代
、出
版
の
世
界
で
仕
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
幸
運
で
し
た
。

Q 

こ
れ
か
ら
の
J
A
U
W
に
望
む
こ
と
は
何

で
し
ょ
う
か
？

　　

創
立
70
周
年
を
迎
え
、諸
先
輩
の
強
い
意

志
と
た
ゆ
ま
な
い
努
力
は
素
晴
ら
し
い
成
果

と
実
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。い
ま
、さ
ら
な
る

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
い

る
の
だ
と
考
え
ま
す
。ゆ
る
や
か
な
変
革
が

迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。時
代

が
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
化
し
て
い
く

中
で
、新
し
く
受
け
入
れ
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
が
必
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
が
J
A
U
W
の
た
め
に
何
か
お
役
に
立
つ

こ
と
が
あ
れ
ば
、嬉
し
く
思
い
ま
す
。

東
京
支
部
長　

中
山 

正
子

◎
開
催　

5
月
14
日（
日
）

   
横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ

第
6
回
定
時
会
員
総
会
に
出
席
し
て

「
私
と
J
A
U
W
」

会
員
寄
稿

東京支部総会で収益事業委員会の
お仲間と建部さん（左から2人目）
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私
は
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
を
卒
業
後
、6

年
間
、国
内
電
機
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し
て
お
り

ま
し
た
。私
達
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
、仕
事
で
携
わ
る
う
ち
に

そ
の
内
容
に
深
く
興
味
を
持
ち
、ま
た
、今
後
の

キ
ャ
リ
ア
の
た
め
に
も
、大
学
で
学
び
直
し
、専

門
的
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
得
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
2
0
1
5
年
4
月
に
、

同
大
環
境
情
報
学
部
に
学
士
入
学
を
い
た
し
ま

し
た
。

入
学
後
は
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

の
技
術
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
や
、ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
記
述
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、そ
れ
ら
を
処
理
す
る
際
の
数

学
や
統
計
学
な
ど
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。座

学
だ
け
で
な
く
、大
学
の
研
究
発
表
会
の
会
場

で
来
場
者
の
た
め
の
W
i
F
i
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
な
ど
、実
践
の
場
に
も
積
極
的
に
携

わ
る
こ
と
で
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、入
学
時
か
ら
研
究
室
に
所
属
し
、授
業

と
並
行
し
て
研
究
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。研

究
の
テ
ー
マ
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
支
え
て
い

る
中
心
の
技
術
で
あ
る〝
ル
ー
タ
ー
〞と
呼
ば
れ

る
高
価
な
専
用
装
置
を
、既
存
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
性
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、P
C
の
よ

う
な
安
価
な
機
器
で
動
作
で
き
る
よ
う
に
す
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。本
研
究
は
、国
際
学
会
の
学

生
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
論
文
発
表
お
よ
び
、使
用
し

て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
者
会
議
に
お
い
て

口
頭
発
表
を
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。ま
た
、研

究
を
卒
業
論
文
と
し
て
ま
と
め
、大
学
内
に
お

け
る「
優
秀
卒
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
選
出
さ
れ

る
と
い
う
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
後
の
現
在
は
、以
前
勤
務
し
て
い
た
企

業
の
ド
イ
ツ
に
あ
る
欧
州
研
究
所
に
て
、イ
ン

タ
ー
ン
と
し
て
勤
務
し
、大
学
で
行
っ
て
い
た
研

究
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー

ン
終
了
後
は
大
学
院
に
進
学
し
て
更
に
深
い
内

容
を
学
ん
だ
の
ち
、社
会
発
展
の
た
め
の
技
術
に

役
立
て
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、在
学
中
は
大
学
女
性

協
会
の
み
な
さ
ま
に
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。今
の

日
本
で
は
、一
度
社
会
に
出
て
か
ら
大
学
で
学
び

直
す
と
い
う
の
は
、一
般
的
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。そ
の
よ
う
な
中
、チ
ャ
ン
レ
ン
ジ
奨
学
生
と

な
っ
た
こ
と
で
、み
な
さ
ま
か
ら
大
き
く
背
中
を

押
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
し

た
。応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
へ
の
感
謝

を
忘
れ
ず
、こ
れ
か
ら
も
次
の
目
標
に
向
け
て
進

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
度
東
京
支
部
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
生
レ
ポ
ー
ト

慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
卒
業
　
N
E
C
欧
州
研
究
所
イ
ン
タ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
籾
山
　
奈
々
子

☆
人
生
の
節
目
に
ご
指
導
と
お
力
を
、そ
し
て

ご
愛
用
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。教

壇
か
ら
、よ
く
私
の
下
が
っ
た
眼
鏡
を
直
し

に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。（
K
M
）

☆
い
つ
も
穏
や
か
に
、的
確
な
お
言
葉
で
私
た

ち
を
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。大
き
な
柱

を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
C
S
）

☆
何
事
に
も
真
摯
に
向
き
合
わ
れ
る
お
姿
、厳
し

く
も
愛
情
に
満
ち
、多
く
の
こ
と
を
教
わ
り
ま

し
た
。生
き
方
を
目
標
と
し
た
方
で
す
。（
R
N
）

☆
学
校
以
来
の
友
人
の
井
口
さ
ん
を
私
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
付
き
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
と
称
し
、彼

女
の
あ
ら
ゆ
る
能
力
に
傾
倒
し
て
お
り
ま
し

た
。ま
こ
と
に
悲
し
い
こ
と
で
す
。（
S
O
）

☆
財
務
の
イ
ロ
ハ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。常
に
大
学
女
性
協
会
の
こ
れ
か
ら
、そ

の
中
で
財
務
の
在
り
方
を
考
え
て
歩
ん
で

こ
ら
れ
、全
委
員
に
対
し
時
に
は
厳
し
く
、

時
に
は
優
し
く
本
当
に
財
務
の
生
き
字
引

の
よ
う
な
方
で
し
た
。（
F
F
）

☆
思
い
が
け
な
い
訃
報
に
、何
も
考
え
ら
れ
な

く
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。あ
れ
こ
れ

忙
し
く
し
て
い
る
時
に
心
配
し
て
助
け
船

を
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、も
っ
と
も
っ
と

お
話
し
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
で

す
。悲
し
み
と
後
悔
は
消
え
ま
せ
ん
。ど
う

ぞ
安
ら
か
に
お
や
す
み
く
だ
さ
い
。（
T
O
）

☆
ご
一
緒
に
仕
事
を
し
て
怖
か
っ
た
思
い
出

も
あ
り
ま
す
が
、一
生
懸
命
財
務
の
こ
と
考

え
て
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。（
F
F
）

☆
一
昨
年
の
支
部
総
会
の
折
に
熱
心
に
質
問

し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
、と
て
も
懐
か
し

く
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。（
K
N
）

☆
何
事
に
も
熱
心
で
、婦
選
会
館
で
も
ご
活
躍

で
し
た
。個
人
的
に
は
、国
際
会
議
の
後
の

旅
行
で
、素
敵
な
添
乗
員
を
つ
け
て
く
だ
さ

り
、楽
し
か
っ
た
で
す
。（
F
F
）

☆
入
会
し
た
最
初
の
支
部
総
会
で
、山
本
会
長

の
お
叱
り
の
演
説
が
強
烈
で
し
た
。（
S
S
）

☆
一
番
叱
ら
れ
た
の
は
私
で
す
。深
夜
、電
話

の
前
で
ぺ
こ
ぺ
こ
謝
っ
て
い
る
の
を
見
て
、

夫
が
笑
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。で

も
、次
に
会
う
と「
あ
な
た
は
叱
り
や
す
い

の
よ
」と
背
中
を
撫
で
ら
れ
ま
し
た
。

   

2
0
0
1
年
の
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｗ
オ
タ
ワ
総
会

は
、青
木
怜
子
さ
ん
が
会
長
に
就
任
さ
れ
る

総
会
で
も
あ
り
、大
勢
で
出
席
し
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
会
長
と
し
て
、楽
し

み
に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、直
前
に
乳
癌

の
手
術
を
受
け
傷
が
ま
だ
癒
え
き
れ
ぬ
ま

ま
の
出
発
で
し
た
。成
田
で
お
会
い
し
た

時
、「
最
終
校
正
な
の
よ
」と
、ポ
ス
ト
に
投

函
さ
れ
た
の
が
、『
女
性
展
望
』2
0
0
1
年

9
月
号
掲
載
の
Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
の
紹
介
記
事
で

し
た
。そ
れ
に
は
Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
の
創
立
か
ら
当

時
ま
で
の
歴
史
と
活
動
が
、克
明
に
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
も
、そ
の
記
事
で
、こ

の
会
の
来
歴
を
詳
し
く
知
り
、ま
た
外
へ
会

を
紹
介
す
る
資
料
と
し
て
、今
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。（
元
東
京
支
部
長　

坂
上
栄
美
子
）

☆
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
と
お
気
遣
い
い
た
だ
き
、

バ
ザ
ー
で
は
必
ず
何
か
を
お
求
め
い
た
だ
き

ま
し
た
。（
C
S
）

元
財
務
委
員
長

井
口
美
登
利
さ
ん
の
思
い
出（
3
月
27
日
逝
去
）

 

元
J
A
U
W
会
長
・
元
東
京
支
部
長

山
本
和
代
さ
ん
の
思
い
出（
5
月
12
日
逝
去
）

井
口
美
登
利
さ
ん
と
山
本
和
代
さ
ん
を
偲
ぶ
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東
京
支
部
で
は
昨
年
度
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
大
学
生
ナ
ウ・サ
ル・ガ
イ・ム
ー
さ
ん
に
国

際
奨
学
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
こ
と
を
学
び
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
、５
月
23
日
、32
名
の
参
加
を
得
て
、北

品
川
、御
殿
山
公
園
に
近
い
閑
静
な
場
所
に

佇
む
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
ル
ビ
ー
の
採
掘
権
を
持
つ
唯
一

の
日
本
人
で
あ
り
、度
々
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
ね

て
お
ら
れ
る
森
孝
仁
氏（（
株
）モ
リ
ス
代
表
取

締
役
社
長
）に
大
使
館
へ
紹
介
の
労
を
取
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

品
川
駅
で
集
合
、マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
、ホ
テ
ル
で
ラ
ン
チ
の

後
、森
氏
か
ら「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
宝
物　

ル

ビ
ー
」に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
伺
い
ま
し
た
。

ル
ビ
ー
は
旧
ラ
テ
ン
語
の
ル
ビ
ウ
ス（
赤
）が
語

源
、ミ
ャ
ン
マ
ー
産
の
も
の
が
一
番
高
く
、親
指

大
で
37
億
円
も
す
る
こ
と
、5
0
0
0
万
年
前

〜
2
0
0
0
万
年
前
に
、ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
が
押

し
上
げ
ら
れ
た
時
に
で
き
た
と
い
う
こ
と
。  

ノ
ア
の
箱
舟
の
中
を
照
ら
し
続
け
た「
赤
く
光

る
石
」の
伝
説
が
あ
り
、ヨ
ブ
記
に「
人
の
知
恵

は
ル
ビ
ー
に
勝
る
」と
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

続
い
て
、モ
リ
ス
の
顧
問
で
、ジ
ュ
エ
リ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
鈴
木
は
る
美
氏
か
ら
、

「
た
し
な
み
の

ジ
ュ
エ
リ
ー
」の

お
話
。ネ
ッ
ク
レ

ス
は
、午
前
中
は
、

一
連
で
、午
後
は

二
連
、夜
は
三
連

で
使
い
分
け
る
。

悲
し
み
、お
別
れ
の

席
で
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
は
、遺
族
の
涙

を
十
分
く
み
取
り

な
が
ら
と
教
え
て

い
た
だ
く
。そ
し
て
、

「
皆
さ
ま
が
つ
け
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
赤
は
、

ル
ビ
ー
に
も
ま
さ
っ

て
い
ま
す
。年
齢
と

と
も
に
赤
い
笹
紅

を
！
」と
ア
ド
バ
イ

ス
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
腹
も
心
も
豊
か
に
な
っ
て
、ホ
テ
ル
か
ら
公
園
に

沿
っ
た
道
を
大
使
館
に
向
か
い
ま
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
女
性
の
暮
ら
し
や
日
本
と
の
関

係
に
つ
い
て
、大
使
か
ら
ど
ん
な
お
話
を
伺
え
る

で
し
ょ
う
か
。

  「
ミ
ャ
ン
マ
ー
」っ
て
ど
ん
な
国
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

早
川　

恵
子

薫
風
の
爽
や
か
な
日
。「
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
知

る
一
日
」の
催
し
に
参
加
し
ま
し
た
。マ
リ
オ
ッ

ト
ホ
テ
ル
で
美
味
し
い
お
食
事
を
し
、ミ
ャ
ン

マ
ー
大
使
館
で
は
大
使
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
、

銀
座
の
ル
ビ
ー
店
モ
リ
ス
で
は
本
物
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
産
の
ル
ビ
ー
を
着
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り

と
、買
う
こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が（
笑
）、

贅
沢
な
一日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
友
好
国
で
あ
る
こ

と
は
何
と
な
く
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、大
使
の

お
話
を
お
聞
き
し
て
納
得
し
ま
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
ビ
ル
マ
を
英
国
か
ら
独

立
さ
せ
る
た
め
に
ア
ウ
ン
サ
ン
将
軍
率
い
る
義

勇
軍
と
日
本
軍
が
と
も
に
戦
っ
た
と
い
う
こ
と

で
し
た
。そ
し
て
賠
償
か
ら
始
ま
っ
た
経
済
協
力

は
、軍
事
政
権
時
代
、欧
米
諸
国
が
経
済
制
裁
を

す
る
中
で
も
続
け
ら
れ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

テ
ー
マ

「
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
！
男
女
平
等

　
　 

ま
だ
ま
だ
あ
る
あ
る
！
男
女
差
別
」

東
京
支
部
で
は
、今
年
２
月
に
国
連
女
性

差
別
撤
廃
条
約
に
つ
い
て
学
び
、支
部
総
会

で
は「
司
法
の
中
の
女
性
―
日
本
の
法
律
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」に
つ
い
て
、林
陽
子
氏
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
て
、身
辺
を

見
渡
す
と
、「
な
ん
と
男
女
平
等
が
進
ん
だ

こ
と
よ
！
」と
感
心
し
た
り
、「
ま
だ
ま
だ
あ

る
あ
る
！
男
女
差
別
」と
憤
っ
た
り
の
現
実

が
あ
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
は
女
性
の
団
体
で

す
が
、女
性
ば
か
り
で
男
女
平
等
を
叫
ん
で

も
、な
か
な
か
男
性
に
は
声
が
届
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、男
性
の
声
を
、私
た
ち
も
し
っ
か
り

受
け
止
め
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の
際
、家

族
や
友
人
知
人
を
巻
き
込
ん
で
、男
女
平
等

と
男
女
差
別
の
本
音
を
吐
露
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
特
に
男
性
の
不
満
や
嘆
き
を
、男
性

自
身
で
も
会
員
の
代
筆
で
も
又
聞
き
で
も

結
構
で
す
。ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

『
と
も
し
び
第
63
号
』投
稿
募
集

テ
ー
マ

記
載
事
項

字
数

締
め
切
り

投
稿
方
法

送
り
先

表
題
の
通
り　

具
体
的
に

氏
名（
紙
上
匿
名
可
）年
代

会
員
外
は
性
別
と
住
所
も

（
住
所
は
掲
載
し
な
い
）

一
稿
八
百
字
ま
で 

何
稿
で
も

今
年
12
月
末
日

メ
ー
ル
添
付　

郵
送　

Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
事
務
所
東
京
支
部

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
知
る
一
日
」

 

　
　
ラ
ン
チ
と
レ
ク
チ
ャ
ー
、 

大
使
館
訪
問

全
投
稿
を
掲
載
し
ま
す
。
多
少
の
文
言
の
変
更
は
、

ご
一
任
く
だ
さ
い
。

見
学
会
報
告

街
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
日
本
の
バ
ス
や
日

本
車
が
行
き
来
し
て
い
る
そ
う
で
す
よ
。

ま
た
、ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
歴
史
的
に
培
わ
れ

て
き
た
も
の
な
の
か
、教
育
の
上
で
も
職
業
の

面
で
も
男
女
の
差
別
が
な
い
と
言
い
切
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。驚
き
で
し
た
。

そ
ん
な
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
治
安
も
い
い
と
い

う
し
、機
会
が
あ
れ
ば
是
非
行
っ
て
み
た
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
企
画
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ル
ビ
ー
を
語
る
森
氏

鈴
木
氏
か
ら
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
お
話

ミャンマー大使館で全員集合　中央がトゥレイン・タン・ジン駐日ミャンマー連邦共和国大使



出
身
校

北
海
道

宮
城
学
院

実
践

氏　

名

田　

中　

紀　

子

田　

中　

悠
里
子

西　

向　

み
ち
子

支
部
長 

中
山
正
子

副
支
部
長 

森
川
淳
子

書
記 

坂
上
栄
美
子
、鷲
崎
千
春

会
計 

河
井
尚
子
、木
村
和
子　
　
　

委
員 

太
田
恵
子
、嶋
田
美
恵
子
、

 

進
士
多
佳
子
、野
瀬
久
美
子

監
査 

今
村
麻
子
、佐
々
木
澄
子（

敬
称
略
）

（
50
音
順
）

（
50
音
順
）

支
部
か
ら
の
連
絡

◇
住
所
等
の
変
更
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
会
費
未
納
の
方
は
お
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
。

◇
91
歳
以
上
の
会
員
の
会
費
は
免
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◇
中
野
区
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
支
援
の
使
用

済
み
切
手
を
事
務
所
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ク
ル
案
内

◉ 

源
氏
物
語
を
読
む
会（
Ⅱ
）

•

第
三
・
第
四
火
曜
日

　

午
前
十
時
半
〜
十
二
時

•

津
田
塾
大
学
同
窓
会
会
議
室

•

講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
員

•

連
絡
先
・
中
山
律
子

☎（
０
３
）３
３
３
６―

４
６
２
８

「
朝
顔
」を
再
読
し
て
い
ま
す
。

◉ 

源
氏
物
語
を
読
む
会（
Ⅲ
）

•

第
二
・
第
三
水
曜
日

　

午
前
十
時
半
〜
十
二
時

•

津
田
塾
大
学
同
窓
会
会
議
室

•

講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
員

•

連
絡
先
・
河
井
尚
子

☎（
０
３
）３
７
２
０―

０
２
９
３

「
薄
雲
」を
読
ん
で
い
ま
す
。

◉ 

水
墨
画
教
室

•

第
二
木
曜
日

　

午
後
一
時
半
〜
三
時
半

•

Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
事
務
所 

会
議
室

•

講
師
・
日
髙
絹
子（
絹
紅
）会
員

•

連
絡
先
・
森
川
淳
子

☎（
０
４
５
）５
８
３―

３
４
３
０

２
０
１
7
年
度  

東
京
支
部
新
入
会
員

２
０
１
7
年
度  

東
京
支
部
委
員
会

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

井
口
美
登
利 

様  

２
０
１
７
年
３
月
27
日　

ご
逝
去

山
本　

和
代 

様  

２
０
１
７
年
５
月
12
日　

ご
逝
去

《
編
集
後
記
》

62
号
も
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。紙
面
で
の
皆
さ
ま
の
お
声
が
広
く
反
映
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
編
集
担
当　

鷲
崎
＆
進
士
）

一般社団法人大学女性協会 東京支部チャレンジ奨学生
2017年度募集要項

一般社団法人大学女性協会東京支部は、企業、官公庁などでの就労経験の後、
現在大学で勉学中の意欲ある女性に、その勉学を支援することを目的として奨
学金を支給する。卒業後は再び就業し、自らのステップアップのみならず広く社
会に貢献することを条件とする。

Ⅰ 応募資格
２年以上の就労（アルバイトを除く）の後、文部科学省の認可する東京都・
埼玉県・千葉県に本部を置く大学の３年次に在籍する女子学生。就労以前
の学歴は問わない。

Ⅱ 支給額および募集人数
奨学金20万円を１名に１回支給する。返還は求めない。

Ⅲ 応募提出書類
⑴ 履歴書・自己紹介書
⒈ 所定の様式による
⒉ 写真貼付
⒊ 履修科目は主な専門科目1科目であること
⒋ 履修科目の指導教員の職名・署名・印を必要とする

⑵ 作文
所定の様式によりＡ４用紙1枚に1000字以内
テーマ「どのような就労経験を経て、現在の勉学を必要と考えたか。そ
の勉学を今後どう生かしたいかについて」

⑶ 大学の在籍証明書
備考⑴ ⑵は、ホームページからダウンロードし、印字可。

Ⅳ 応募方法および締切り
応募者は応募書類を在籍大学へ提出する。大学は一括して2017年10月27
日（金）（必着）までに大学女性協会東京支部に提出する。

Ⅴ 選考結果通知
本人および大学学長に12月15日（金）までに通知する。

Ⅵ その他
⑴ 奨学生は、卒業後３カ月以内に「勉学の概要と現況」を大学女性協会
東京支部に提出すること。提出のない場合は奨学金の返還を求めるこ
とがある。

⑵ 不明の点は、東京支部にE-Mailで照会のこと。

東京支部長 中山正子　E-Mail：jauw@jauw.org   
URL：http://jauw.org

　
　

今
年
度
は
東
京
支
部
国
際
奨
学
生
の
募
集

　
　

は
あ
り
ま
せ
ん
。昨
年
に
引
き
続
い
て
２
名

を
支
援
し
て
い
ま
す
。フ
ィ
リ
ピ
ン
の
リ
ン
レ
ン

さ
ん
か
ら
、サ
ポ
ー
ト
の
お
礼
と
良
い
成
績
で
進

級
で
き
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〈 8 〉2017 年 7月22 日 第 62 号と   も   し   び

※「ともしび」は会員のための情報誌です。外部に向けた転載、引用などは事務所までご一報ください。

ともしび 第 62号　発行日：2017年 7月22日
編集 /発行：一般社団法人大学女性協会東京支部　〒160-0017 東京都新宿区左門町 11番地 6-101
Tel : 03-3358-2882　Fax : 03-3358-2889　Email : jauw@ jauw.org　URL：ht tp: //www. jauw.org
制作協力 / 印刷：株式会社 繁松

講演会：「平安朝の女性と政治」
内容：平安中期の貴族女性の政治文化についてと、
　　　ジェンダー分析
講師：東海林亜矢子氏　
　　　（お茶の水女子大学グローバルリーダーシップ研究所特別研究員）

日程：2017 年 9月 13 日（水）10:30 ～ 12:00　　　
会場：津田塾大学同窓会会議室

松井久子監督映画上映会①：「ユキエ」
内容：アメリカ南部ルイジアナ州、バトンルージュ。戦争花嫁と
してこの町にやって来て、いつの間にか40 余年が過ぎていた。
二人の息子に恵まれ、愛する夫と家族で励まし合い、日々を生き
抜いてきた。しかしユキエが突然、アルツハイマーに侵されてし
まう。愛する妻の心から、家族の人生の記憶が少しずつ、ゆっく
りと失われていく。愛する人に「スロー・グッバイ」。
出演：倍賞美津子　ボー・スベンソン　草村礼子　
日程：2017 年 11 月中旬予定
会場：津田塾大学同窓会会議室

松井久子監督映画上映会②：「レオニー」
内容：世界的な彫刻家、イサム・ノグチを育てた母レオニー・ギ
ルモアの物語。1901年、フィラデルフィアの名門大学を卒業し
たレオニーは、詩人か編集者になりたい夢を持っていた。ある日、
一人の神秘的な青年詩人、野口米次郎と出会う。レオニーはヨネ
を愛し身ごもるが、ヨネは一方的に日本へ帰国し、彼女を置き去
りにしてしまう。レオニーは未婚のまま男の子をロサンゼルスで
出産。子供の将来を想うレオニーは、ヨネからの誘いもあり日本
行きを決意する。人種差別の激化する困難な時代、レオニーの波
乱に満ちた生涯を描いた伝記ドラマ。
出演：エミリー・モーティマー　中村獅童　原田三枝子　
日程：2018 年 2月予定
会場：津田塾大学同窓会会議室

※上映会の日程が決まりましたら、お知らせします。

講演会と映画上映会のお知らせ
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	ともしび第62号_P3_5校
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